
ベトナムの農業は、1986年に始まるドイ

モイ（刷新）政策の下で成長過程に入り、以

前の食料不足の状態から脱却して、米、コー

ヒー、ゴム、コショウなどでは世界市場にお

ける主要輸出国の一つとなるに至った（注1）。

そして畜産においても、これら輸出品目ほど

の伸びはないにしても、生産は拡大を続けて

きている。

特に養豚については、ベトナム政府はその

近代化と輸出産業としての成長を期待してい

る。そして実際にも、ベトナムにおける養豚

は、近年、大きな新しい動きがみられている。

本稿では、これらの動向について、現地の事

例も含めて考察することとしたい。

（注1）石田（2006）参照

1 ベトナムの畜産と養豚

ベトナムの畜産は1990年代以降順調に拡

大を続けており、特に、養豚と養鶏の伸びが

著しい（第1表）。なかでも、養豚はベトナ

ムの食肉生産の約8割を占めており、ベトナ

ムの畜産の主柱となっている（第2表）。

経済の発展に伴う所得の向上は豚肉への需

要を増加させ、生産の増加はほとんど国内消

費に振り向けられている。

各国の豚飼養頭数を比較すると、ベトナム

は中国（489百万頭）、アメリカ（60百万頭）、

ブラジル（33百万頭）に次ぐ世界第四位

（27百万頭）の大生産国である（2005年。

FAOSTAT。以下、ドイツ27百万頭、スペ

イン25百万頭と続き、日本は10百万頭で世

界第15位である）。

ベトナムの養豚産業構造について、Ma.
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ベトナムにおける養豚の新展開
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Lucila Lapar他（2003）は、以下のとおり四

つの形態に分けて整理している。

第一は、国営農場であり、シェアは 4～

5%である。品種改良と技術普及に重要な役

割を果たしている。第二は、民間商業生産農

場であり、シェアは約15%である。繁殖雌豚

5～100頭、肥育豚10～500頭を飼育。ホー

チミン市周辺に展開している。第三は、小規

模な農家養豚であり、シェアは約80％を占

める。繁殖雌豚1～2頭、肥育豚10頭以下の

規模で、全国的に見られる。第四はインテグ

レーションであり、最近発展している。外国

資本が投資し、20～200千頭規模で、ホーチ

ミン市で発展がみられる（注2）。

地域別の特徴をみると（第3表）、第一に

は、紅河デルタが全国の約四分の一を占めて

おり、その割合が高いことがあげられる。紅

河デルタにおいては、現金収入を得るために

農家が1～2頭規模で豚を飼養することが伝

統的に広く普及しており、これに近年の多頭

飼育の拡大も加わり、増加を続けている。第

二には、養豚はこのような特徴を持ちつつも

一部地域に集中して行われているのではなく、

全国的な展開がみられることがあげられる。

他の作物の場合、最も一般的な米においても

メコンデルタと紅河デルタの両地域で全国生

産の約7割を占めており、その他の商品作物

においては一層大きな地域的偏りがみられる

が、養豚はこれら作物と比較して地域的偏り

が小さく、また各地域ともに生産の拡大がみ

られる。第三に、近年生産の拡大が最も著し

いのはホーチミン市を擁する南東部であり、

これは、大消費地向けの商業生産の拡大の結

果とみられる。

次に、食肉の輸出入をみると、豚肉のみが

増減はあるものの輸出が継続的に行われてい

る（第1図）。ベトナムの養豚は、購入飼料
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第３表　ベトナムの地域別豚飼養頭数�
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コストが高く、品質もよくないことから、海

外の安定した市場を獲得するには至っていな

い。また、口蹄疫が発生していることも、大

きなネックである。

（注2）Ma. Lucilia Lapar他（2003）“Identifying
Barriers to Entry to Livestock Input and Output
Markets in South Asia” FAO

2 ベトナムの養豚の問題点と課題

上述のとおり、ベトナムの養豚の大半は零

細な複合経営農家によって担われているが、

これらの経営においては、農家の家屋に豚小

屋が併設されたり（第2図参照）、養魚池近

くに豚小屋が設けられることが多い。そして、

糞尿も含めた資源の循環利用により低コスト

で現金収入を得る手段になっている。しかし

品種は在来種や混合種が多く、これらの品種

は肥育効率が悪く、また、脂身が多いため最

近の消費者の好みに合わないことが大きな問

題である。

次に、屠畜・食肉処理および流通機構の未

整備と後進性の問題が指摘される。輸出向け

の豚肉は、VISSANに代表される国営企業の

流通チャンネルができているが、国内需要向

けの分野では、生豚は多くの場合スローター

と呼ばれる屠畜業者に直接、あるいは集荷人

を通してスローターに販売される。また、都

市近郊では、生産者がバイク等で直接都市の

市場に運搬して販売するケースも少なくない。

スローターは農家から買い入れた豚を村の路

上で屠殺・解体するのが一般的であり、衛生

面での問題を抱えている。屠畜業者の登録制

度もないし、これらに対するモニタリング制

度もない。また、消費地側においても、近代

的な市場が未整備であり、低温流通体系につ

いても同様である。

ベトナム政府は、養豚については今後一層

の拡大を目指しており、輸出も2004年の17

千トンに対し2006年～2010年においては年

間 25～ 30千トンの輸出を目標としている

（注3）。しかし、輸出はもちろん、国内の需

要に適切に対応するためにも、ここにみたよ

うな問題を解決するために、優良品種の普及

から農場施設の改良、屠畜・食肉処理および

近代的な流通機構と制度の確立に至るまでの、

一貫したインフラ整備をすすめることが、大

きな課題といえる。

（注3） 2006.7.29付Viet Nam News

第2図　ハノイ近郊零細複合経営農家の豚舎

第3図　ハノイ近郊V村の大規模養豚農場



3 新しい養豚の動き

ベトナムの養豚の現状からみると、今後の

養豚の拡大を担うのは、商業的生産農場やイ

ンテグレーションなどの大規模経営体である

とみられる。ここでは、昨（2005）年11月

にハノイ近郊を訪問した際の事例を紹介した

い。

ハノイから車で南東に1時間のところに位

置するV村は、果樹、野菜、養豚が盛んで、

米作りをやめてしまった珍しい村である。

1990年代に入り、村の指導で条件の適した

果樹生産への特化がすすんだが、一方養豚も

盛んに行われ、果樹と養豚の複合農家が多く

生み出された。そして、2000年代に入ると

多頭養豚農家が増加し、全農家の約四分の一

が養豚専業農家になっている。

訪問したA氏は、果樹と養豚の複合経営

である。2000年時点では豚は8頭を飼育する

のみであったが、2001年以降大規模養豚に

取り組み、現在では繁殖豚 100頭を飼育し、

子豚・肥育豚合わせて年間1,500～2,000頭を

出荷する村最大の養豚経営となった（第3図

参照）。周辺の農家から農地を購入して規模

を拡大し、7名を雇用している。飼料はカー

ギル社の輸入飼料を用いており、カーギル社

のコンサルティングも受けている。

同じ村で訪問したB氏は、2001年に養豚を

開始し、現在は繁殖豚60頭を所有する。子

豚は一部を残し他の農家に販売している。B

氏は2haの大型の養魚池を所有しており、糞

尿はそこに流すことで、効率的な資源循環と

収益確保を実現している。

このように、わずか数年で大規模な経営を

築いてしまうところに、ベトナムの農民の潜

在的な能力の高さを大いに感じさせられる。

この村の場合は、ハノイに近いこと、村の指

導がよく行われていることなどがよかった点

であると思われ、また、農民組合（“Farmer’s

Union”）も農業情報や資材・資金の提供等

において一定の役割を果たしているようであ

る。外国資本による大規模なインテグレーシ

ョンに加え、このような農民の中から成長す

る養豚経営も、今後のベトナム養豚の強い牽

引車となろう。

しかし、この村の農家の生豚販売先は、村

内のスローターとハノイの業者が半々である

とのことであった。先にあげた、販売後の流

通過程の問題は、この村にとっても例外では

ない。

今後、政府はこのような大規模養豚経営の

育成のための取組みを進めていくと思われる

が、一方では、それは小規模な養豚複合経営

にとっても改善につながるものでなければな

らないであろう。すでにみたとおり、ベトナ

ムの養豚の大半はこれら零細な農家によって

担われている。ベトナムにとって農村の過剰

人口と貧困を解消することが大きな目標とな

っているが、そのためには、貴重な収入源と

なっている養豚産業のネックを取り除くため

の全般的なインフラ整備が、困難ではあるが

避けて通ることのできない課題である。

（石田信隆）

＜参考文献＞
・長憲次（2005）『市場経済下ベトナムの農業と農
村』筑波書房
・石田信隆（2006）「WTO体制下に入るベトナム
農業」（『農林金融』8月号）
・Ma. Lucila Lapar他（ 2003）“ Identifying
Barriers to Entry to Livestock Input and
Output Markets in South Asia”
・P. Moustier他（2003）“Food Markets and
Agricultural Development in Vietnam”

調査と情報　2006. 9 13

ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。


